
　評価基準（達成度）
A １００％以上達成

B ８０～９９％達成

C ６０～７９％達成

D ４０～５９％達成

E ３９％以下の達成

課題
番号

課題 現状 評価項目 具体的方策及び評価指標 経過・達成実績
達成
度

次年度の課題と
改善策

外部評価委員会からの
コメント

1 新規就農者
の育成

１　近年、非農家出身学生が約６
割を占めている中、農業法人等か
らの求人が増えており、雇用就農
による就農者が増えている。Ｈ２
７年度の場合、卒業生の４４％が
雇用就農し、就農率（自営就農、
研修後就農及び雇用就農）は６
１％であった。
　

２　雇用就農が増えている一方、
中には短期間に離職したとの情報
もあり、就業定着の支援が必要で
ある。

３　Ｕターンをキッカケに就農を
目指す一般社会人が事前に進路相
談できる機会を確保することも必
要である。

１　求人・求職
者情報の就農支
援関係機関との
共有による就農
の促進

２　雇用就農の
定着支援

３　Ｕターン就
農者の掘り起こ
し

１　就農支援関係機関との情報（求人、求職、研修）共
有を進めるとともに、就農意識と農業の実践感覚醸成の
ための1年次の農家実習派遣を勧める。
・農業改良普及所等への雇用就農志望学生の情報提供
・農業法人等を招いての雇用就農相談会の開催
・1年次の農家実習派遣の実施
（評価指標）
・普及所との情報共有ＤＢの設置と活用
・雇用就農相談会の求人者参加数６０件（２回合計）
・１年次農家実習派遣の実施率５０％

２　雇用就農先訪問による就農定着支援を実施する。
・昨年度卒業した雇用就農者への面談支援
（評価指標）
・離職者０人（Ｈ２７年度卒）

３　大阪等での就農相談会を通じて就農のための道筋や
支援制度の紹介し、就農希望者の掘り起こしを行う。
（評価指標）
・研修生の掘り起こしと受入れ

1
・各科職員が就農志望者（含、雇用就農）
について各普及所等に情報をつなぎながら
進路指導を進めている。
・雇用就農相談会を７月（求人者２９、求
職者４８）と１１月（11/18現在の見
込：求人者１７、求職５０）に開催。
・1年次農家実習派遣8名

２
・雇用就農した卒業生について心配な情報
を入手したため、本人を訪問して相談し
た。（１件）

３
・県外での相談会に参加した

・就農支援を目的にした研修に関わっているが、そこでの就農定
着は半分程度、特に縁がない（家、土地等がない）者にとっては
ハードルが高い。技術の前に、とにかく意欲・やる気が問題、難
しいことだが、そこを重点的に取り組んで欲しい。
・非農家出身者が多いことを踏まえると、農業の大切さ、素晴ら
しさを理解させることが仕事（農業）を続けていけることにつな
がる。
・精神面、社会に出て勤めるという意識が重要。地域との関わり
具合によっても続けられるかどうかが決まってくる。地域全体で
応援しながら農業の大切さを分かってもらえればいい。

2 学生の確保 １　入学生数は平成２３年度以
降、定員割れが続いている。（Ｈ
２４－２８年度の入学者数：２
６、２５、２３、２３、２１名）

１　農業高校と
の連携による学
生確保

1　オープンキャンパス(４回)、農高生対象の就農イ
メージ相談会の開催及び農高との部門別指導職員交流の
実施により就農に向けた農大進学を動機付ける。
（評価指標）学生入学者数　定員３０名確保

・農業高校を訪問し担当教員と情報交換し
た。
　　花き：湖陵高校、倉吉農高
　　畜産：倉吉農高
・倉農の若手教員（野菜担当）が来校し、
技術度相談等交流。
・校長、教育研修課長が農高訪問し、実習
や授業を見学交流

　1個別経営計画作成のための個別指導強化

平成２8年度　鳥取県立農業大学校評価システムシート（中間検討：H28.11.18）

重点目標

学生・研修生の円滑な就農の支援

　2農業法人等の求人情報収集と関係機関との連携による自営就農及び雇用就農の支援強化

3 学生の営農
技術向上

・農業を学ぶ上で、売るという行為が一番大変。農大市等の販売
も良いが、もっと積極的に自分の作ったものを売り込む、また
は、売り方を研究するカリキュラムがあっても良いのでは。

【養成課程共通】

１　学生の就農意欲や体力、学力
は千差万別で、専攻実習での技術
習得には個々の能力・スピードに
応じたきめ細やかな指導が必要で
ある。

２　営農技術のなかには、圃場面
積の計算、施肥量の決定や農薬の
希釈など、計算能力が求められる
が正確に計算できる学生が少な
い。

３　多様化する農業形態のなかで
営農するためには、コースを枠を
超えて幅広い知識と技術を身につ
ける必要がある。またモノを作る
だけでなく、「売る」ことも意識
させることで経営感覚をもった農
業者を育成する必要がある。

４　非農家出身の学生割合が高く
なってきていることから、地域で
頑張っている農業者等を訪問し、
就農・農業法人就職等向けた意識
付けが必要である。

１　学生個々の
状況に応じた個
別指導の充実

２　計算能力を
含めた基礎学力
の向上

３　幅広い農業
知識の習得と販
売実習による経
営感覚の向上

４　地域で頑
張っている卒業
生等を訪問して
自己の就農意欲
を高める

１　各コース毎に「理解度アンケート」を実施し、学生
と職員の共通認識を図り、学生の苦手分野を克服、作業
時間を含むコスト意識の醸成するための指標として活用
する。（評価指標）
・理解度アンケートの実施（7月、１月　２回）とそれ
を基にした個別指導（随時）

２　１年生を対象とし基礎学力（計算、単位など）の把
握と学力補完のための補講を行う。また、１・２年生と
も専攻実習の中で、実践的に肥料・農薬計算を実施す
る。
（評価指標）
・学力補完補講（２０回）
・学力テスト（随時）
・専攻実習時の実戦力評価（随時）

３　「校内技術競技」を行い、各コースから出題される
問題（筆記・実物鑑定）を解きその点数を競う。また校
内外で「農大市」を実施し、商品ＰＲ方法を学び、対面
販売を行うことで消費者ニーズを把握する。また
（評価指標）
・校内技術競技実施（２回）
・農大市実施（校内3回、校外４回）
・修農祭での販売（１回）

４　農家・卒業生等の訪問・視察（各コース　2回以
上）

１　前期の理解度アンケートは全コース実
施。アンケートを基に個別指導を行ってい
る（随時）

２　１年生を対象とし基礎学力（計算、単
位など）の把握と学力補完のための補講を
行った。
・学力補完補講（○回）
・学力テスト（○回）
・上記テストにおいて、最終成績が初回成
績よりあかなり向上した学生がほとんど
で、平均スコアで　　％の上昇がみられ
た。

３　校内技術協技（第１回）を６月に実施
したが、２回目は地震の影響で中止した。
農大市、修農祭では対面販売を実施した。

４　農家・卒業生等の訪問、視察を２回以
上実施出来たのは４コース。
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課題 現状 評価項目 具体的方策及び評価指標 経過・達成実績
達成
度

次年度の課題と
改善策

外部評価委員会からの
コメント

【果樹】
2年間の限られた期間で、永年作物
である果樹の栽培技術を完全に習
得する事は困難であるが、可能な
限りの技術習得を図るために、学
生が主体的に責任感を持ってほ場
管理を行わせる必要がある。
新品種、新技術を積極的に導入
し、生産現場の現状やニーズに応
じた知識・技術の習得が必要であ
る。

１　ほ場管理に
係る主体性、責
任感の醸成

２　新品種、新
技術の導入と栽
培技術の習得

１
「2年時」
・各学生の担当樹種を決定し、管理作業を行う際にはそ
の目的や方法等を該当学生が他学生に説明する。
・プロジェクト学習の課題設定、進行管理等を徹底させ
る。
（評価指標）
・作業前説明の評価：理解度ﾁｪｯｸｼｰﾄの活用（2年全員）
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ中間検討会の実施（2年全員、3～4回／年）

「1年時」
・ｺﾞｰﾙﾄﾞ二十世紀の担当樹を割当て、年間管理を責任を
持って完結させる。
（評価指標）
・ナシを中心に基礎知識の理解度確認のための小テスト
実施。

２
・計画的にナシのｼﾞｮｲﾝﾄ仕立てを導入し、技術習得を図
る。
・新品種等に関する研修会、ｺﾝｸｰﾙ等に積極的に参加
し、学習意欲の喚起を図る。
（評価指標）
・研修会等への参加　4回／年

１

・２年生全員が各担当樹種に係る作業説明
を行った。
　全員に理解度ﾁｪｯｸｼｰﾄに記入させたうえ
で、職員の評価ｺﾒﾝﾄを記載し本人へ渡し
た。特に説明が不十分であった等、改善を
要する学生に対しては口頭でも指導した。
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ中間検討会を実施した（7,11
月　計２回）。
各学生の進捗状況等を把握すると共に、今
後の取り組み等について指導した。
・基礎知識確認の小ﾃｽﾄは現時点で未実
施。

２
・ﾅｼ新品種研修会等へ出席　５回
・１年全員（３名）を近隣の梨農家で研修
させた。

【野菜】
　コースの学生16名のうち、農業
高校以外の出身者が7名(44%)、
非農家の学生が9名(56%)を占め
ており、農業に関する基礎知識及
び技術の習得支援を進めている。

　将来的な独立就農の意向を現段
階で 6名(38%)の学生が示してお
り、実習のレベルを個別の就農目
的に合わせて充実させることが重
要である。

　環境負荷を軽減する農業への関
心を示す学生もおり、これらの
ニーズに対応した実習を行う必要
がある。

１　栽培基礎技
術の向上とプロ
ジェクト学習に
よる実践力の養
成

　
２　農業基礎知
識の習得支援

３　環境保全型
農業の実践

１　1年生は露地およびハウスの圃場で、野菜の栽培実
習を共同で行い、農業基礎技術の習得を図る。2年生は
プロジェクト研究において、各自の興味や進路事情に合
わせた課題設定を行い、主としてハウス1棟を1人で管
理し、課題解決の実践力を養成する。
【評価指標】
・理解度・習熟レベルアンケートの総合評点：　50点
以上（１年生）、７０点以上（２年生）
・プロジェクト学習の達成度：総合評価点 80点以上
　
２　日本農業技術検定の認証取得をめざした技術解説や
専攻ゼミナール等の基礎教育を実施する。
【評価指標】
・1年次修了までに3級、卒業までに2級の取得

３　有機栽培実習と、鳥取県特別農産物の認証を受けた
栽培を実施する。
【評価指標】
・トレーサビリティー（栽培管理履歴）記帳： 全品目実
施
・特栽認証栽培の実施件数（３件）
・化学農薬を使わない太陽熱土壌消毒：ハウス２棟で実
施（うち１棟は還元土壌消毒法を併用）

１
理解度アンケートを実施し、習熟レベルの
把握(未集計)
(1年生)
　露地およびハウス品目それぞれ担当を持
ち、責任を持って管理するとともに、共同
で管理することにより、野菜全般の基礎技
術の習得を図った。
(2年生)
プロジェクト研究に取り組み、課題解決手
法を習得するとともに、1年生への指導を
通して、理解度の向上を図った。
２　農業技術検定資格取得
(1年生)
３級取得者率87.5%(7/8)
(2年生)
2級取得者率25%(2/8)
3級取得者率100％(8/8)
３　有機栽培
有機圃場で15品目を栽培。
ナス、スイカ、メロン、トマトなど4品目
で特別栽培認証を取得した。
ハウス3棟で還元土壌消毒を実施した。

C

・本県の主要品目であるス
イカ、ネギ、ブロッコリー
等を主に作型を組み合わ
せ、同一品目を複数回栽培
し、知識・技術の習熟を図
る。
・栽培管理を通し、観察力
の習得に重点を置く。
・学生の習得レベルに合わ
せた指導を行うとともに、
1年生を指導できる2年生を
育てる。
・有機栽培のメリットデメ
リットについて理解を高め
るとともに基本技術を理解
する。
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【花き】
 基礎技術の習得を中心に進めてい
るが、実用化された新技術や本県
に適する新品目の導入を行い、栽
培技術の向上を図る必要がある。
 また、花は嗜好品であることか
ら、必ずしも生活に必要なもので
はないが、身近に花がある生活を
するには、様々な人に花の良さを
理解してもらう必要がある。

１　栽培基礎技
術の向上と花が
売れる時期を目
指した栽培の徹
底

２　花き品評会
への参加、県内
先進農家への視
察

３　花育活動の
取り組み

１　学生の担当品目を決めて栽培管理を行い、基礎技術
を習得させる。特に２年生は能力に応じてプロジェクト
課題設定を行い、しっかりしたまとめが出来るように進
行管理を行う。また、花き部門で営農を目指す場合、花
の消費が多い時期（お盆、彼岸、年末）に出荷すること
も重要であることから、出荷時期を意識しながら栽培管
理を行う。
（評価指標）
　・作業の確認と作業日誌の記載の徹底
　・プロジェクト活動の進行管理

2 　１０月に開催されるイベント「花のまつり」の中
で、鳥取県花き品評会が開催されるが、学生が栽培した
ものを出品する。また、県内生産者の高い技術に接する
ことで、意識向上を図る。
（評価指標）
　・花き品評会への出品参加　１学生あたり１点以上
　・県内先進地視察　２回

３　「花育」活動を行うことによって、自身の花に対す
る理解を深め、また、他の人に花を良さを理解してもら
うにはどのようにすれば良いか体験をする。
（評価指標）
　・「花育」活動　１回

1  作業の確認は専攻のある毎日行ってお
り、作業日誌についても確認しながら、コ
メント等を記載。また、２年生のプロジェ
クトについては日々進行管理を行ってい
る。

２　花き品評会は１学生あたり１点以上の
出品。シンテッポウユリで審査員特別賞を
受賞。
　県内先進地視察は２回実施予定（６月:
日南町、９月:大山町）。また、県等が主
催の品目部会にも積極的に参加した（ユリ
部会：２回、花壇苗部会各１回）。
　また、今年初めて１年生をとっとり花回
廊で職場体験研修を行った（２日間）。

３　「花育」活動については２月に近隣の
保育園２カ所で実施予定。

・花育はとても良い経験。自分の作ったものを喜んでもらえるよ
うな経験を増やして欲しい。

【作物】
１ トラクター、田植機、コンバイ
ン等の機械操作は未経験の学生が
ほとんどである。

2 有機栽培に漠然とした興味を
持って入学する学生が多いが、具
体的な栽培管理は未経験である。

３ 法人就農を目指す学生も多く、
水田農業の複合経営で取り入れら
れることが多い白ネギ（秋冬）や
ブロッコリー（秋冬）の栽培技術
の習得も必要。
　

１　農業機械操
作技術の習得

２　有機栽培技
術の習得

３　白ネギ、ブ
ロッコリーの栽
培技術習得

１　農大の管理ほ場面積を維持しつつ、近隣農家から機
械作業実習ほ場の提供を受け、水田での作業面積を確保
する。また、トラクターでの耕耘技術競技を実施し、技
能向上を図る。
（評価指標）
　(1)理解度アンケート（よくできる、できる、もう少
し、できないの４指標）でのトラクター、田植機、コン
バインの操作に関する各評価項目で「できる」以上の評
価が８０％以上。

　(2)耕耘技術競技の実施
　50分/10a以内の学生50%以上
　【参考】前年平均時間49分４1秒

２　有機栽培技術導入ほ場を前年並みに確保。
（評価指標）
　理解度アンケートでの有機栽培技術に関する項目で
「できる」以上の評価が８０％以上。

３　白ネギ（秋冬）、ブロッコリー（秋冬）を栽培
（評価指標）栽培面積の維持
　理解度アンケートでの白ネギ、ブロッコリーの栽培に
関する評価項目で「できる」以上の評価が８０％以上。

1　近隣農家から機械作業実習ほ場の提供
を受け、田植え、コンバイン収穫実習を一
人当たり３ほ場程度実施した。耕耘技術競
技は未実施。

（評価指標）
（１）理解度アンケート「できる」以上の
割合
　トラクター　83%(2年75%、1年
100%）
　田植機　　　50%(2年50%、1年
50%）
　コンバイン　50%(2年50%、1年
50%)

（２）耕耘技術競技　未実施

２　３ほ場で有機栽培技術導入、有機的管
理で栽培
（チェーン除草2ほ場、紙マルチ栽培1ほ
場）
（評価指標）
　理解度アンケート「できる」以上の割合
　67%(2年75%、1年50%)

３　白ネギ(秋冬)、ブロッコリー(秋冬)を
栽培
（評価指標）
　理解度アンケート「できる」以上の割合
　17%(2年25%、1年0%)

3
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【畜産】
1　畜産コースにおいて、非農家出
身学生が多数を占めているため、
卒業後即自営畜産経営は難しい。
そこで、生来的自立も見据えなが
ら畜産関連業種、農業法人就農に
力を入れている。

２　畜産関連業種又は農業法人が
本学学生に求める人材とは、家畜
（牛）の基本的管理技術及び畜産
の管理用機械（ホイルローダー
等）、飼料用作物関係機械の操作
技術を習得した人材である。

1  家畜（牛）の
繁殖、生理に関
する基本的知識
を踏まえた管理
技術の習得

２　家畜管理用
機械の操作技術
の習得、飼料用
作物関係機械の
操作技術の習得

３　牛の繋養、
誘導技術の習得

１　牛舎及び放牧場、運動場等における牛の発情行動及
び便の状態などを継続観察させ、健康と異常とをチェッ
クできる目を養い、健康に管理する方法を習得する。
（評価指標）
　理解度アンケートにより、牛の発情行動、健康状態の
チェックができる以上の評価。

２ ①飼料給与･調製、②牛舎内の糞及び敷料の搬出･運
搬、③糞乾燥機械の操作④搾乳作業等日々の継続した飼
養管理の継続実施を図る。また、⑤飼料用作物関係機械
（堆肥及び肥料散布～収穫・調製作業）についは体験実
習を実施する。
（評価指標）
　理解度アンケートでのコンプリートミキサー、ホイル
ローダー、搾乳機械（ミルキングパーラー）の操作が日
常的にできるまた、マニュアスプレッダー、ロールラッ
ピングマシン、コーンハーベスター等の操作が１人でで
きる以上の評価。
　
3　乳牛および和牛の共進会に参加を目指して飼養管理
技術の習熟(業界の求める人材育成）を図る。
（評価指標）
各共進会への出品頭数（中部地区２頭以上、県共１頭以
上）

１　理解度アンケート調査結果から、「発情
行動チェックできる」は1年生４０％、２年
生６６．７％、「健康状態のチェックでき
る」は１年生４０％、２年生６６．７％で
あった。
２　また、家畜管理用機械（ローダー、ミキ
サー）については、1年生それぞれ４３．
３％、５６．７％。２年生それぞれ７３．
３％、６６．７％であった。飼料用作物関係
機械では、けん引操作については１年生は４
０％で全般に低く、２年生は４６．７％で個
人の技術レベルに差が見られた。
１及び２共に１年生では達成度が低い。家畜
の管理経験時間及び操作回数が少ないことが
原因と考える。
　
３　中部地区２頭、県共１頭の出品を行っ
た。中部地区では、１頭は、１等２席と管理
及び誘導技術習得の成果が出た。

D

D

A

１　発情行動及び健康状態の
観察力は毎日の専攻実習の中
で着実に付いてきている。今
後、専攻実習の中で継続して
その向上を図る。

２　家畜管理用機械及び飼料
用作物関係機械についても操
作時間を意識して増やすこと
が今後の操作技術力の向上に
つながる。計画的な操作実習
カリキュラムを立案実施して
いく。

３　共進会出品については評
価指標である頭数の参加を目
指して管理技術の向上を継続
して図っていく。

１，２，３共通
外部評価委員会においてコメ
ントがあった農高出身者等畜
産経験を積んでいる学生に対
する技術的指導については、
ある程度まで配慮することは
可能である。一方で心理面で
は高度な技術指導を受けない
学生の意欲喪失につながる面
も有り、現在のコース区分の
中での指導には限界がある。

・高校３年間で既に畜産を経験した学生にとって、農高以外の出
身者と机を並べて同じように勉強するのは物足りないのではない
か。そういう学生に対する指導はどうなのか（足りているのか）
と考える。また、牛の飼養頭数と学生数のバランスが取れていな
ければならないと考える。

【農業機械】
１　農業法人への就職や就農を目
指す学生にとっては、トラク
ター、コンバイン等の大型農業機
械の運転操作を行う上で、大型特
殊免許の取得が必要。

２　農業法人等から農業機械の操
作技術のレベルアップを求める意
見がある。

１　大型特殊免
許の取得

２　農業機械の
操作技術の向上

１　試験日までの練習期間が限られているため、練習日
を計画的に設定し効率的な練習を行う。また、昨年より
練習グール婦数を1グール増やし、練習の待ち時間の解
消に努める。
・グループ①　練習期間（５月１６日～6月６日）
　　　　　　　試験日（6月７日）
・グループ②　練習期間（6月８日～６月３０日）
　　　　　　　試験日（7月1日）
（評価指標）1年生の大型特殊免許の合格率（１０
０%）

２　農業機械の取り扱いに不慣れな学生を指導対象学生
とし、農業現場で使用頻度の高い、刈り払い機及びトラ
クターの取り扱いについて、重点的に実習を行う。
　＊指導対象学生は各コース担任と相談の上決定
・刈り払い機：重点指導期間（７月～１１月）
実習（草刈り）５回/人、確認試験（実技）、習熟度ア
ンケート
・トラクター：重点指導期間（7月～１１月）
実習（ロータリー耕耘）５回/人、確認試験（実技）、
習熟度アンケート
（評価指標）確認試験の合格点達成率
　　　　　　　草刈り（８０%）、耕耘（８０％）

１、１年生を２グループに分けて5月から
6月にかけて練習を行い、免許試験を受
験。全員が免許を取得。
（免許取得結果）
　合格者数20名/受験者数20名
　　　　　　　　（合格率100％）

２、実習を行う学生を決定し、現在、実習
を実施中。
＊刈り払い機（野菜1名、畜産1名）
　・実習を２回実施
　　（エンジンの始動と点検、刃の
　　　交換、草刈り実習）
＊ロータリー耕耘（果樹5名、野菜3
　名、畜産3名）
　・実習未実施（11月21日から開
　　始予定）
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4 社会情勢に
即応した実
践教育の実
施

１　農業現場での実用技術の習得
並びに課題解決手法を習得する目
的でプロジェクト活動（卒論）を
実施している。
　　平成27年度プロジェクト成果
のうちプリンスメロンの栽培に関
する成果1件を中央農協メロン部会
で発表するとともに、成果2件を農
業改良普及所野菜・花き特技研修
会で発表した。

２　卒業後の就農（自営、雇用
等）に即応するため、大型特殊・
牽引免許（農耕車限定）の取得支
援の他、就職等のあらゆる場面を
想定し、様々な資格・免許取得を
推奨し、取得支援を行っている。
　　平成27年度は学生42名中20
名が大型特殊・牽引免許以外の資
格・免許を取得し、日本農業技術
検定2級、3級についてそれぞれ8
名、16名が合格した。

３　１，２年生ともに履修内容に
地域貢献活動（ボランティア）盛
りこみ、地域社会の一員としての
自覚の醸成を図っている。
　　平成27年度は42名のうち39
名が2回以上、ボランティアに参加
した。

１　実用性の高
いプロジェクト
成果の確保

２　資格・免許
取得者数、取得
免許数

３　地域社会活
動への参加

１　課題解決手法の習得を意識するとともに、生産現場
のニーズに応えられ、学生が就農後に活用できる成果を
確保する。
（評価指標）
・各特技普及員研修会、果樹研究同志会、農協生産部等
など校外での発表

２　資格・免許取得者数、取得資格・免許数を確保す
る。
（評価指標）
・大型特殊・牽引免許（農耕者限定）以外の資格・免許
取得者割合５０％
・日本農業技術検定合格者割合６０％

３　地域貢献活動の情報収集と提示および学生の意識啓
発
（評価指標）
・実施率１００％（一人年２回）

1 プロジェクト研究の指導を行い、現在
成果のとりまとめを行っている段階。現場
で活用できる成果となる課題を今後選定
し、左記のような研修会等での発表の場を
設ける。

２　大特免許及び牽引免許取得のための実
技指導を実施。・大特免許：取得者４１名
（取得者割合１００％）、・牽引免許：取
得者２９名（取得者割合７１％）、　・日
本農業技術検定：２合格者：３名、３級合
格者１３名。合格者割合（２級または３級
合格者）：39%　設ける。

3　学生の地域貢献活動を「農村社会と文
化」の講座の単位の一部として評価。現
在、2回以上地域貢献活動を行った学生は
54%, 1回実施した学生が３９％、０回の
学生は７％。

多様な研修
制度の運用
と研修生の
ニーズに即
した就農支
援の実施

１　社会人向け研修制度として運
営している各種研修制度の趣旨は
それぞれ異なり、研修生の受講目
的も様々である。制度ごとに研修
生のめざす目標・進路、背景やレ
ベルに即した指導及びアドバイ
ス、関係機関との調整が必要であ
る。

２　アグリチャレンジ研修は、農
業に関する基礎訓練として浸透し
つつあり、各機関の就農相談にお
いても、農業未経験者に第一に勧
める研修として促されているとこ
ろ。一方、研修生のレベルは様々
である上、短期間の研修であるこ
とから、法人等への就職に活かせ
るまでの習熟度への到達が難し
い。

３　先進農家実践研修にあたって
は、就農予定地域での生産部等を
主体とした受入体制構築が必須で
あるが、その調整には多大な時間
と労力を要し、想定する毎期５名
規模での運用には至っていない。

４　スキルアップ研修では、野菜
専攻研修生に限り、担当品目の施
肥設計、使用資材等の選定、栽培
管理、収支実績の算出等を一貫し
て行う「模擬経営」を昨年度より
実践している。模擬経営開始まで
に時間を要する研修生もあり、開
始のタイミングを研修生ごとに判
断する必要がある等、煩雑な運営
となっている。

1　研修生に対す
る的確な進路指
導の実施

２　習熟度の向
上

３　研修コー
ディネート機能
の強化

４　運営方法の
再検討

1　各研修において、研修開始時・終了時のみならず、
研修期間中の個別面談等を複数回実施しながら、各研修
生に適した進路・就農方針に関するアドバイス、必要な
関係機関との調整を実施する。
（評価指標）
・アグリチャレンジ研修生の就農率：７０％
・先進農家実践研修生・スキルアップ研修生のうち自身
　の経営計画作成率（修了時）：８０％

２　アグリチャレンジ研修生の習熟度・レベルは様々で
ある。主要機械の基本操作については、一人でも自信を
持ってこなせることを到達目標として指導する。
（評価指標）
・主要機械の操作（トラクター耕耘、刈払機、管理機）
　の習熟度を４段階で評価（◎、○、△、×）し、○
　以上の研修生が８０％

３　研修生の研修・就農支援体制づくりをコーディネー
トする研修調整員の役割を各地域で発揮し、先行実施す
る北栄町、湯梨浜町の取組をモデルケースとして他地域
での新規実施につなげる。
（評価指標）
・先進農家研修　新規実施市町村　５市町村

４　研修生の希望品目が重複したり、品目によっては自
らが栽培計画作成に携われず、順を追った栽培管理の実
施とならない場合も多い。理想的な研修運営としていく
ため、他県の同様制度も参考にしながら運営方法の再設
計を行う。
（評価指標）
・新たな運営方針の確立

5 1　各研修生の背景と研修進捗を踏まえな
がら、随時個別面談を実施中。関係機関と
も、打合せ会を重ねるとともに、普及所と
の就農情報共有ＤＢを活用した情報の共有
を進めている。
・アグリチャレンジ科研修生の就農率
　Ｈ２７②（4.28終了）：８８％
　Ｈ２８①（9.16終了）：８８％
・先進農家実践研修生・スキルアップ研修
生のうち自身の経営計画作成率（修了
時）：１００％

２　重要カリキュラム（トラクター耕耘、
刈払機操作、管理機操作）については、今
年度開講研修より、習熟度向上のための反
復実施に努めているところ。
・主要機械の操作習熟度（○以上）
　Ｈ２７②（4.28終了）：６７％
　Ｈ２８①（9.16終了）：８８％

３　地域ぐるみでの研修受入体制を構築す
る動きは、依然、全県下で仕組みとして機
能するには至っていない状況だが、各地域
からの相談案件は徐々に増加している。
・先進農家実践研修新規実施市町村
　２市町（鳥取市、八頭町）

４　農大研修の枠組みの中だけで再設計を
行うのではなく、県としての就農研修のあ
り方に関する議論の中で、農大研修が担う
役割を再検討する動きが生じつつある。

・免許等の資格取得について、もっと積極的にとらせるようにす
べき。法人等の雇用であっても小型ユンボなど機械を使うことが
多い。危険物取扱□も同様。最低限の必修を設けてもいいのでは
ないか。

・コミュニケーションがうまくとれないケースがあり、コミュニ
ケーション能力が非常に大事。素直に人の話が聞けること。
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